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今
日
の
和
化
漢
文
研
究
は
、
用
字
法
研
究
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
進
展
に
伴
い
、
様
々
な
言
語
事
象
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
研
究
対
象
に
資
料
的
偏
り
が
見
受
け
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
古
事
記
と
御
堂
関
白
記
を
中
心
と
し
た
平
安
時
代
記
録

資
料
と
に
そ
の
関
心
が
集
中
し
、
両
者
個
々
の
研
究
は
格
段
の
進
歩
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
文
章
の
性
格
に
多
少
の
相
違
が
存
す
る
と
い
う
理
由

に
よ
っ
て
、
両
者
を
直
接
に
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
、
一
口
に
和
化
漢
文
と
称
す
る
も
の
の
、
実
際
に
は

多
様
な
文
章
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
和
化
漢
文
研
究
に
通
時
的
観
点
が
不
足
し
が
ち
な
理
由
は
、
こ
こ
に
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て
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し
か
し
、
一
方
で
は
、
総
て
の
和
化
漢
文
は
、
等
し
く
漢
字
を
借
り
て
日
本
語
文
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
共
時
的
に
も
通
時
的

に
も
日
本
語
文
と
し
て
の
共
通
の
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
共
通
の
基
盤
の
全
容
は
未
だ
明
ら
か
と
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
和
化
漢
文
の
漢
字
用
法
の
国
語
史
的
研
究
は
、
そ
の
存
在
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
又
そ
の
観

点
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
研
究
が
、
僅
か
と
は
言
え
見
受
け
ら
れ
る
の
も
亦
事
実
で
あ
る
。
依
っ
て
、
個
々
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
漢
字
用
法
を
解

明
す
る
こ
と
へ
の
目
配
り
を
行
い
つ
つ
も
、
よ
り
多
く
の
通
時
的
研
究
の
試
行
が
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
標
題
に
掲
げ
た
「
然
而
」
と
い
う
達
文
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
幾
つ
か
の
指
摘
が
為
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
「
然

而
」
を
分
割
し
た
所
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
而
」
字
に
関
す
る
も
の
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
峰
岸
明
氏
は
「
平
安
時
代
記
録
資

（

1

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

料
に
お
け
る
『
而
』
字
の
用
法
に
つ
い
て
－
記
録
語
研
究
の
一
方
法
－
」
に
於
い
て
、
「
変
体
渡
文
で
記
さ
れ
た
記
録
資
料
の
文
章
に
お
い
て
は
、
『
而
』

字
が
、
文
首
に
あ
っ
て
接
続
詞
的
用
法
を
な
す
場
合
に
は
も
っ
ぱ
ら
逆
説
接
続
の
機
能
を
持
ち
、
一
方
、
文
中
に
あ
っ
て
接
続
助
詞
的
用
法
を
な

す
場
合
に
は
順
説
接
続
の
機
能
を
有
す
る
」
事
実
を
明
ち
か
に
さ
れ
、
次
い
で
石
塚
晴
通
氏
は
、
如
上
の
峰
岸
氏
の
指
摘
が
、
上
代
か
ら
中
古
初

（2）

頭
に
か
け
て
の
変
体
漢
文
に
む
通
用
し
得
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
。

右
の
如
き
「
而
」
字
に
関
す
る
研
究
に
比
し
、
「
然
而
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
見
当
ら
な
か
っ
た
が
、
若
干
触
れ

た
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
五
つ
が
管
見
に
入
っ
た
。

（3）

A
、
築
島
裕
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」

○
次
に
「
然
而
」
と
い
ふ
字
面
は
、
後
世
で
は
「
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
訓
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
然
而
は
、
古
書
虚
字
集
釈
に
「
『
然

而
』
、
詞
之
転
也
」
「
『
然
而
』
、
詞
之
承
上
而
転
者
也
、
猶
言
『
如
是
而
』
也
」
と
あ
る
如
く
逆
接
の
接
続
詞
で
あ
っ
て
、
古
く
は
そ
の
意
味

を
取
っ
て
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
ず
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
平
安
時
代
の
記
録
類
に
も
往
々
に
し
て
「
然
而
」
の
例
が
あ
る
が
、
次

の
や
う
に
何
れ
も
逆
接
の
場
合
に
用
ゐ
ら
れ
て
居
り
、
恐
ら
く
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
じ
た
も
の
と
恩
ほ
れ
る
の
で
あ
る
。

）

　

）

B
、
石
塚
暗
通
「
上
代
か
ら
中
古
初
頭
の
変
体
漢
文
に
於
け
る
『
而
』
の
字
の
用
法
上
・
下
」

（
　
　
　
（



○
中
国
の
古
典
に
も
「
然
而
」
に
順
説
的
用
法
が
あ
る
こ
と
は
（
中
略
）
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
逆
説
的
用
法
の
方
が
二
股
的
で
あ
り
、
古
事
記

の
全
四
例
、
ま
た
後
述
す
る
日
本
霊
異
記
の
全
五
例
が
総
て
順
説
的
用
法
で
あ
る
こ
と
は
変
体
漢
文
に
於
け
る
用
字
法
に
特
定
傾
向
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

（4）

C
、
三
保
忠
夫
「
『
尾
張
国
解
文
』
の
研
究
－
古
文
書
に
お
け
る
婁
方
法
の
鼠
太
的
原
聖
求
め
て
H
l
L

O
後
者
の
「
然
而
」
は
、
「
し
か
し
な
が
ら
」
・
「
そ
う
で
は
あ
る
が
」
と
い
う
、
逆
接
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
こ
の
「
然
而
」
は
、

『
色
葉
字
類
抄
』
に
あ
る
よ
う
に
、
和
語
「
し
か
れ
ど
も
」
を
表
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（5）・

D
、
大
坪
併
治
「
謡
硝
鍋
訓
点
語
の
文
法
」

O
「
然
而
」
は
、
後
世
は
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
シ
テ
と
読
む
が
、
平
安
時
代
に
は
二
字
を
合
せ
て
シ
カ
レ
ド
モ
と
読
ん
だ
。

（6）

E
、
小
林
芳
規
「
日
本
恩
想
大
系
『
古
事
記
』
訓
読
補
注
」

○
正
格
温
文
で
は
「
然
而
」
は
逆
接
の
用
法
で
あ
り
、
そ
の
訓
も
シ
カ
レ
ド
モ
で
あ
る
。
（
中
略
）
平
安
時
代
の
記
録
類
に
も
逆
接
に
用
い
る
例

の
あ
る
こ
と
を
築
島
裕
が
指
摘
し
て
い
る
。
（
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
四
六
二
見
）
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
文
が
和
風
に
書
か

れ
た
和
化
漢
文
で
は
臆
接
用
法
が
主
で
あ
っ
て
、
訓
法
も
シ
カ
シ
テ
で
あ
る
。
古
事
記
の
用
法
は
そ
の
同
類
で
あ
る
。

以
上
に
述
、
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
要
約
す
る
と
次
の
二
点
に
な
る
。

l
、
「
然
而
」
は
後
世
で
は
「
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
訓
ず
る
が
、
古
く
平
安
時
代
は
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
じ
ら
れ
た
。

2
、
「
然
而
」
は
平
安
時
代
の
記
録
資
料
で
は
逆
接
の
場
合
に
用
い
ら
れ
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
じ
、
古
事
記
・
日
本
霊
異
記
で
は
順
接
で
、

「
シ
カ
シ
テ
」
と
訓
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
A
・
E
論
文
に
於
い
て
正
格
漢
文
で
は
「
然
而
」
を
逆
接
の
接
続
詞
と
す
る
の
に
対
し
て
、
B
論
文
で
は
逆
接
的
用
法
が
一
般
的
で

あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
順
接
的
用
法
が
存
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
又
古
事
記
と
平
安
時
代
の
記
録
資
料
と
の
用
法
の
差
異
が
如
何
な
る

要
因
に
基
づ
く
も
の
か
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
は
多
い
よ
う
で
あ
る
。

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て
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二
、
「
然
而
」
の
意
味
用
法

T
⊥
、
「
然
而
」
　
の
語
義

そ
こ
で
先
ず
、
「
然
而
」
の
語
義
を
解
す
べ
く
、
中
国
の
研
究
書
に
於
け
る
解
釈
を
検
討
し
て
み
る
。
次
下
の
如
く
で
あ
る
。

○
而
　
承
上
転
下
、
語
助
之
辞
、
論
語
「
本
立
而
道
生
」
是
也
。
（
中
略
）
　
又
晋
語
　
「
文
公
学
読
書
於
臼
季
三
日
目
『
吾
不
能
行
也
。
博
聞
則
多

夫
。
』
対
日
『
矧
多
聞
以
待
能
者
、
不
猶
愈
乎
』
」
漢
書
卸
陽
伝
「
夫
全
趨
之
時
、
武
力
鼎
士
、
被
服
叢
台
之
下
者
、
一
旦
成
市
、
而
不

能
止
幽
王
之
湛
患
。
准
商
連
山
東
之
峡
、
死
士
盈
朝
、
不
能
還
万
王
之
西
也
。
痢
耐
計
議
不
得
、
難
諸
責
不
能
安
其
位
、
亦
明
夫
。
」
此

矧
而
、
猶
云
然
則
、
承
上
之
辞
、
非
転
語
也
。
（
劉
浜
、
助
字
弁
略
）

○
而
　
而
者
、
承
上
之
詞
、
或
在
句
中
、
或
在
句
頭
、
其
義
一
也
、
常
語
也
、
（
中
略
）
矧
蘭
、
然
則
也
、
而
与
則
同
義
、
故
二
字
可
以
互
用
、

（
王
引
之
、
経
伝
釈
詞
）
。

○
然
　
矧
者
、
亦
詞
之
転
也
、
孟
子
公
孫
丑
篇
日
、
夫
二
子
之
勇
、
未
知
其
執
資
、
矧
融
孟
施
舎
守
約
也
、
今
人
用
矧
而
二
字
、
骨
与
此
同
義
、

鮒
両
者
、
詞
之
承
上
而
転
者
也
、
猶
言
如
是
而
也
、
（
中
略
）
以
上
言
組
詞
者
、
皆
謂
如
是
而
也
、
今
人
用
錦
耐
二
字
、
則
与
此
異
義
臭
、

（同右）。

こ
の
他
、
詞
詮
に
於
い
て
も
「
然
」
が
転
接
連
詞
で
あ
り
、
「
然
而
」
「
然
別
」
の
よ
う
な
達
文
に
な
っ
た
場
合
と
同
様
の
意
で
あ
る
如
く
説
か

れ
て
い
る
な
ど
、
「
然
而
」
は
「
然
別
」
と
極
め
て
近
い
用
法
で
あ
る
ら
し
い
。
問
題
は
「
転
」
の
解
釈
に
よ
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
字
義
か
ら

察
す
る
に
、
前
件
を
承
け
て
後
件
に
文
意
を
転
ず
る
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
逆
接
の
接
続
詞
の
み
に
機
能
す
る
と
は
考
え
難
い
。
勿

論
、
助
字
弁
略
の
「
転
語
」
、
或
い
は
経
伝
釈
詞
の
「
詞
之
転
」
は
、
恐
ら
く
逆
接
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
然
則
」
「
如

是
而
」
は
や
は
り
「
然
而
」
に
順
接
の
意
味
用
法
が
存
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
国
の
研
究
書
に
於
い
て

「
然
而
」
は
、
順
接
・
逆
接
双
方
の
意
味
用
法
が
存
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



（7）

又
、
本
籍
江
戸
時
代
に
於
け
る
研
究
書
に
は
次
の
如
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

」

山

m

ぴ

○
讐
叩
1
割
ル
畔
モ
二
義
ア
リ
碕
膏
株
軸
ハ
珂
二
玖
弟
滑
ヲ
セ
　
然
而
不
知
蜃
？
万
薔
蛸
誓
レ
反
韓
ス
　
蔵
店
賦
模
無
知
l
硫
凡
ル

然
り
瑚
不
海
卸
】
縄
別
海
色
会
ス
電
欝
等
コ
レ
友
帝
セ
ズ
（
帝
大
輿
、
文
常
解
）

○
ノ
塔
而
叫
㌶
乃
持
″
　
（
三
宅
靖
国
、
肋
常
客
象
）

〇
番
而
　
動
語
朝
日
然
烏
ハ
着
せ
て
孝
理
舶
旋
ノ
句
又
蒔
討
別
。
有
塩
永
ユ
上
ま
え
辞
七
（
三
尊
似
山
、
凄
益
的
軍
事
異
例
）

．
＝
召

○
群
蒜
∵
ハ
サ
「
ハ
了
レ
円
ロ
ト
云
フ
群
ナ
り
乳
阜
l
理
れ
呵
ト
云
7
句
ヲ
又
塵
∴
ン
丁
サ
レ
ド
モ
ス
カ
ヤ
ウ
〈
ノ
子
細
ア
リ
ト
云
フ

絆
ナ
リ
（
恕
市
河
牽
、
語
助
澤
墳
）

○
牢
両
者
乳
耳
琵
Ⅶ
レ
叫
句
又
単
為
別
宥
恕
（
産
以
輝
、
新
刺
勘
蕗
墳
）

右
に
よ
れ
ば
、
「
文
語
解
で
は
用
ル
時
モ
二
義
ア
リ
」
と
し
て
「
コ
レ
反
転
ス
」
（
逆
接
）
と
「
コ
レ
反
転
セ
ズ
」
（
順
接
）
の
二
つ
の
意
味
用
法

の
説
明
が
為
さ
れ
て
お
り
、
助
語
審
象
で
は
順
接
、
広
益
助
語
辞
集
例
・
語
助
訳
辞
・
新
刻
助
語
辞
に
於
い
て
は
、
三
者
類
似
す
る
説
明
の
も
と

に
逆
接
の
意
味
用
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
の
研
究
書
と
小
異
こ
そ
あ
れ
大
同
で
あ
っ
て
、
や
は
り
順
接
・
逆
接
両
様
の
解
釈
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
、
正
格
渡
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法

次
に
、
実
際
の
用
例
に
即
し
て
、
正
格
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
枚
討
し
て
み
る
。
便
宜
的
に
、
「
論
語
」
「
孟
子
」
「
春

（8）

秋
経
伝
」
「
荘
子
」
「
史
記
」
の
五
資
料
に
つ
い
て
分
析
し
た
所
、
次
表
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
た
。

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て



鎌
　
倉
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研
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＜
表
1
＞
　
正
格
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」

の
意
味
用
法

論

語

孟

子

春

秋

荘

子

〔
順
接
の
意
味
用
法
〕

Ⅲ
子
満
目
。
菩
友
張
也
。
為
難
能
也
。
矧
㈲
末
仁
。
曽
子
日
。
堂
堂
乎
張
也
。
難
与
並
為
仁
臭
。
（
論
語
、
子
張
第
十
九
）

熔
護
岸
序
之
教
。
申
之
以
孝
悌
之
義
。
頒
白
者
不
負
載
於
道
路
臭
。
七
十
者
衣
烏
食
肉
。
黎
戌
不
飢
不
寒
。
矧
不
王
者
。
未
之
有
也
。
（
孟
子
、

梁
恵
王
篇
）

廟
為
人
臣
者
。
懐
利
以
事
其
君
。
為
人
子
者
。
懐
利
以
事
其
父
。
為
人
弟
者
。
懐
利
以
事
其
兄
。
是
君
臣
父
子
兄
弟
。
終
去
仁
義
懐
利
。
以
相
接
。

矧
不
亡
者
。
未
之
有
也
。
（
同
右
、
告
子
篇
）

聖
□
恩
天
使
我
至
此
極
者
而
弗
得
也
。
父
母
豊
欲
吾
貧
哉
。
天
無
私
覆
。
地
無
私
執
。
天
地
呈
私
貧
我
哉
。
求
其
為
之
者
而
不
得
也
。
矧
耐
至
此

極
者
。
命
也
夫
。
（
荘
子
、
大
宗
師
篇
）

〔
逆
接
の
意
味
用
法
〕

佃
又
有
微
子
・
微
仲
・
王
子
比
干
・
箕
子
・
膠
一
固
。
皆
賢
人
也
。
相
与
輔
相
之
。
故
久
而
後
失
之
也
。
天
地
莫
非
其
有
也
。
一
民
莫
非
其
臣
也
。



矧
耐
文
王
猶
方
百
里
起
。
是
以
難
也
。
（
孟
子
、
公
孫
丑
篇
）

㈲
今
将
軍
渉
西
河
。
虜
親
王
。
禽
夏
説
関
与
。
一
挙
而
下
井
陸
。
不
終
朝
破
超
二
十
万
衆
。
誅
成
安
君
。
名
聞
海
内
。
威
震
天
下
。
豊
夫
莫
不
綴

耕
釈
未
。
袷
衣
甘
食
。
傾
耳
以
待
命
者
。
若
此
。
将
軍
之
所
長
也
。
矧
耐
衆
労
卒
罷
。
其
実
難
用
。
（
史
記
、
准
陰
侯
列
伝
）

論
語
の
用
例
川
は
、
子
源
が
同
門
の
友
人
子
張
を
批
評
し
た
言
で
あ
り
、
「
私
の
友
人
の
張
は
、
人
の
出
来
な
い
こ
と
を
や
る
。
句
机
で
未

だ
に
仁
と
は
言
え
な
い
の
だ
」
と
い
う
文
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
逆
接
の
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
意
に
当
る
も
の
と
さ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
直
後
に
続
く
曽
子
の
評
は
「
張
は
あ
ま
り
に
も
立
派
で
あ
っ
て
、
一
緒
に
仁
道
を
行
う
の
は
困
難
だ
」
で
あ
り
、
子
張
の
「
為
難
能
」

な
る
行
為
は
美
徳
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
．
却
っ
て
「
為
仁
」
の
障
碍
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
先
の
文
意
は

「
人
の
出
来
な
い
こ
と
を
す
る
斜
、
未
だ
仁
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
人
の
出
来
な
い
こ
と
を
す
る
の
功
で
、
末
だ
仁
と
は
言

え
な
い
」
と
い
う
文
意
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
依
っ
て
順
接
の
意
味
用
法
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

又
、
孟
子
の
用
例
脚
は
、
「
序
序
（
学
校
）
で
の
教
育
を
慎
重
に
し
、
孝
悌
の
義
を
教
え
れ
ば
、
白
髪
ま
じ
り
の
人
々
が
重
い
荷
を
背
負
う
こ
と
も

無
く
な
る
。
老
人
達
は
絹
を
着
、
黎
民
（
一
般
民
衆
）
は
飢
え
る
こ
と
も
凍
え
る
こ
と
も
無
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

王
で
な
い
者
は
未
だ
い
な
い

の
で
あ
る
」
の
如
き
文
意
で
あ
り
、
王
道
政
治
を
説
く
件
で
あ
る
。
用
例
用
は
、
「
臣
が
利
益
で
君
に
事
え
、
子
が
利
益
で
父
に
事
え
、
弟
が
利

益
で
鬼
に
事
え
れ
ば
、
終
に
は
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
も
仁
義
の
道
徳
を
忘
れ
、
利
益
第
一
で
交
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

滅
亡

し
な
い
者
は
未
だ
無
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
文
意
で
、
用
例
拗
・
聞
共
に
逆
接
「
し
か
し
な
が
ら
」
は
当
ら
ず
、
順
接
の
意
味
用
法
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
用
例
初
も
亦
同
様
で
あ
る
。
用
例
Ⅲ
・
刷
は
、
十
三
経
注
疏
に
於
け
る
論
語
注
疏
解
経
巻
第
十
九
、
孟
子
注
疏
解
経
巻
欝
十
二
に

は
、

○
正
義
日
此
章
亦
論
子
張
材
徳
也
堂
堂
容
儀
盛
貌
曽
子
言
子
張
容
儀
堂
堂
然
盛
於
仁
通
則
薄
故
難
与
並
為
仁
央

○
孟
子
日
先
生
志
誠
大
兵
所
称
名
号
不
可
用
也
二
王
悦
利
罷
三
軍

0

軍
士
楽
之
而
悦
利
別
挙
国
尚
利
以
相
接
待
而
忘
仁
義
則
其
国
従
而
亡
失

の
如
く
注
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
注
釈
書
に
於
い
て
も
順
接
の
意
味
用
法
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て

四
九
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五
〇

一
方
、
用
例
㈲
の
文
意
は
、
「
（
周
の
文
王
の
時
代
に
は
未
だ
設
王
朝
の
余
徳
が
強
く
）
、
又
徽
子
・
徽
仲
・
王
子
比
干
・
箕
子
・
膠
南
の
五
人
の
賢
人

も
暴
君
肘
王
を
補
佐
し
て
お
り
、
中
国
の
全
土
全
人
民
は
残
ら
ず
殻
に
帰
服
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
王
は
僅
か
百
里
四
方
の
小
地
よ
り

勃
興
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
殻
を
倒
す
こ
と
が
困
難
な
理
由
が
あ
る
」
で
あ
り
、
逆
接
の
意
味
用
法
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
用
例
㈲
も

「
こ
の
よ
う
な
状
態
に
さ
れ
た
の
は
将
軍
の
長
所
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
兵
卒
連
は
疲
弊
し
て
お
り
実
際
は
物
の
役
に
も
た
ち
ま
せ
ん
」
の
如

く
、
逆
接
の
意
味
用
法
と
解
せ
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
正
格
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法
は
、
日
中
両
国
の
研
究
書
に
説
明
さ
れ
て
い
る
如
く
、

順
接
・
逆
接
双
方
の
意
味
用
法
が
存
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
正
格
漢
文
に
於
け
る
文
頭
の
「
而
」
に
も
双
方
の
意
味
用
法
が
存
す
る
こ
と
と
同
様

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法
を
考
究
せ
ん
と
す
る
場
合
、
こ
の
正
格
漢
文
で
は
逆
接
の
意
味
用
法
に

限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
を
基
点
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

因
み
に
、
和
化
漢
文
の
懐
字
用
法
に
近
似
す
る
用
法
も
拾
わ
れ
る
敦
蛙
変
文
に
は
、
「
然
而
」
一
例
が
存
す
る
が
、

囲
遠
公
日
、
「
若
要
売
践
奴
之
時
、
但
将
往
（
往
）
東
都
売
得
。
」
白
庄
聞
語
、
懐
（
健
）
然
大
怒
、
這
下
等
践
人
心
裏
不
改
間
無
。
自
擬
到
東
都
、
見

及
上
下
経
台
、
陳
論
過
状
、
道
我
是
践
、
令
捉
獲
我
。
」
・
遠
公
日
、
「
践
奴
薯
有
此
意
、
機
謀
阿
郎
、
願
当
来
当
来
世
、
死
堕
地
獄
、
無
有
出

期
。
但
請
阿
郎
勿
懐
優
（
憂
）
慮
、
的
無
此
事
。
」
白
庄
聞
語
、
矧
信
之
。
（
鳩
山
遠
公
話
）

を
要
約
す
れ
ば
、
「
当
初
遠
公
の
言
に
懐
然
と
怒
っ
た
自
症
も
、
二
度
目
の
言
を
聞
い
て
、
劇
l
u
可
こ
れ
を
信
じ
た
」
の
如
く
、
順
接
の
意
味
用

V趣m

法
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
日
本
書
紀
に
も
一
例
存
す
る
が
、

㈲
長
髄
彦
即
取
二
餞
遠
目
命
之
天
羽
羽
矢
一
隻
及
歩
敬
一
以
奉
コ
示
天
皇
可
天
皇
寛
之
日
。
事
不
r
虚
也
。
還
以
二
所
レ
御
天
羽
羽
矢
一
隻
及
歩
執
可

脇
コ
示
於
長
髄
彦
可
長
髄
彦
見
二
其
天
表
可
益
慎
二
敵
増
刊
矧
而
凶
器
巳
構
。
其
勢
不
r
得
二
中
休
可
（
神
武
天
皇
即
位
前
紀
）

「
長
髄
彦
は
、
天
皇
か
ら
示
さ
れ
た
天
つ
表
を
見
て
益
々
敵
蹄
を
懐
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
武
器
を
構
え
た
ま
ま
、
勢
を
中
途
で
弱
め
よ
う
と

し
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
で
、
逆
接
の
意
味
用
法
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
共
に
孤
例
で
あ
る
為
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
於
い
て
「
然
而
」
が
何
れ



か
一
方
の
意
味
用
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

三
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法

同
じ
「
然
而
」
で
あ
っ
て
も
、
古
事
記
・
日
本
霊
異
記
と
平
安
時
代
の
記
録
資
料
と
で
は
、
前
者
が
順
接
、
後
者
が
逆
接
の
如
く
、
そ
の
意
味

用
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
記
録
資
料
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
論
文
に
於
い
て
御
堂

（は）

関
自
記
寛
弘
八
（
一
〇
二
）
年
の
条
が
指
摘
さ
れ
、

紗
矧
耐
定
而
無
益
事
（
電
弘
八
年
七
月
二
十
日
）

又
、
築
島
論
文
で
は
九
暦
天
暦
七
（
九
五
二
）
年
、
小
右
記
寛
和
元
（
九
八
五
）
年
、
同
正
暦
三
（
九
九
二
）
年
の
各
条
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

（可）

帥
同
音
起
座
勧
盃
、
享
尊
者
、
事
晩
□
勧
盃
、
然
簡
単
取
盃
者
、
是
為
家
礼
也
（
九
暦
、
天
暦
七
年
正
月
四
日
）

的
式
云
、
釈
斎
服
着
常
服
云
々
、
剰
而
l
不
見
度
々
日
記
、
偽
無
其
事
、
（
小
右
記
、
寛
和
元
年
十
万
二
十
四
日
）

的
四
品
・
五
位
為
出
申
文
数
輩
来
、
困
而
不
相
会
也
（
同
、
正
暦
三
年
正
月
十
七
日
）

そ
れ
以
前
、
日
本
霊
異
記
に
遡
る
ま
で
の
状
況
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法
を
通
時
的
に
把
握
す
べ
く
、
こ
の
達
文
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
然
」
「
而
」
両
字

（13）

を
も
合
せ
て
、
そ
の
全
意
味
用
法
を
分
析
し
た
結
果
が
、
＜
表
2
＞
1
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
学
ト
、

（14）

並
び
に
∧
表
3
＞
！
平
安
中
期
以
降
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
意
味
用
法
1
－
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
然
而
」
は
上
代
・
平
安
初
期
資
料
に
関
し
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
来
っ
た
も
の
以
外
に
さ
ほ
ど
付
け
加
え
る
も
の
は
無
く
、

そ
の
意
味
に
於
い
て
広
く
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
略
平
安
初
期
と
中
期
と
を
境
と
し
て
前
者
が
順

接
、
後
者
が
逆
接
の
意
味
用
法
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
平
安
遺
文
所
掲
の
古
文
書
斎
衡
二
（
八
五
五
）
年
の
秦
永
成
家
地
相
博
券
文
の
用
例
は
、

「
然
．
而
」
　
を
′
め
　
ぐ
　
っ
　
て
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而
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五
四

1

（

売

カ

）

個
一
段
一
男
倉
吉
得
分
而
為
報
恩
活
却
巳
了
、
戸
口
三
段
本
家
地
　
永
望
見
上
了
、
但
無
券
文
、
然
而
地
実
進
老
堂
了
、
偽
載
件
書
了
、
（
斎
衡
二

年
四
月
一
日
）

「
秦
永
琴
と
秦
永
成
と
の
家
土
地
相
博
の
時
（
或
い
は
そ
れ
以
前
に
）
、
永
成
の
本
家
地
三
段
を
永
琴
が
買
上
げ
た
が
、
券
文
が
な
い
。
句
q
匂
、

（
恐
ら
く
こ
の
相
博
の
話
を
勧
め
た
）
老
堂
に
そ
の
地
を
売
進
し
た
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
又
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
の
宇
佐
八
幡
宮
行
事

定
文
の
、

的
一
応
検
諸
封
郷
作
田
事

右
、
封
内
之
作
輿
須
国
使
不
可
大
助
、
矧
耐
迫
年
国
宰
請
宮
返
抄
、
勘
備
公
事
者
、
検
知
封
田
作
否
井
損
否
之
由
、
．
若
有
否
之
者
、
任
先
例

（親）

令
国
事
憤
之
、
（
寛
平
元
年
十
二
月
廿
六
日
）

の
用
例
は
、
「
対
内
の
作
田
は
国
使
に
大
助
さ
せ
る
べ
き
で
は
．
な
い
。
句
叫
で
追
年
国
事
は
宮
に
返
抄
を
請
い
、
公
事
を
勘
備
し
た
」
と
い
う

意
と
写
冬
b
れ
、
何
れ
も
順
接
の
意
味
用
法
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
延
喜
十
（
九
一
〇
）
年
の
越
中
国
富
倉
納
穀
交
替
帳
の
用
例
は
、

㈹
今
件
失
火
焼
損
穀
之
内
、
所
全
之
数
所
委
納
也
、
而
不
全
材
木
、
有
納
物
之
厄
、
加
以
代
代
交
替
実
録
帳
、
為
不
申
用
穀
之
由
、
注
載
己
了
、

矧
蘭
官
帳
之
穀
不
能
除
棄
、
僻
遠
委
全
倉
如
件
（
延
喜
十
年
七
月
九
日
）

「
失
火
に
よ
り
穀
物
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
由
を
交
替
実
録
帳
に
注
載
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
官
帳
の
穀
物
な
の
で
除
棄
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
」
と
の
意
で
あ
り
、
承
平
二
（
九
三
二
）
年
の
伊
勢
大
神
宮
司
解
案
の
用
例
、

（
マ
、
）

個
依
宣
行
之
、
不
得
重
申
請
、
須
任
官
符
、
国
司
奉
行
、
鍋
而
神
三
郡
非
国
務
、
因
準
前
例
、
所
論
如
件
、
（
承
平
二
年
十
月
廿
五
日
）

も
「
官
符
に
任
せ
て
国
司
が
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る

法
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、

し
か
し
な
が
ら
、
神
三
郡
は
国
務
で
は
な
い
」
と
い
う
意
と
解
せ
ら
れ
、
逆
に
逆
接
の
意
味
用

鯛
八
日
。
梵
唄
後
発
楽
者
。
奏
云
。
年
々
日
記
如
此
注
。
然
而
依
式
文
先
年
改
正
。
改
正
上
諾
。
　
（
醍
醐
天
皇
御
記
、
延
喜
＜
九
〇
二
＞
年
正
月
八



日
）

的
一
日
。
有
触
枝
。
矧
而
l
供
忌
火
御
膳
如
常
云
々
。
（
同
右
、
延
喜
十
一
＜
九
二
＞
年
十
一
月
一
日
）

〔

串

カ

〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

入

カ

〕

的
十
一
－
、
宥
□
八
省
、
伊
勢
幣
如
例
、
去
八
日
有
東
宮
犬
産
税
、
而
下
女
人
交
大
内
、
矧
耐
依
不
及
致
斎
、
有
今
日
幣
、
是
貞
観
十
二
年

例
也
、
（
貞
信
公
記
、
延
喜
十
九
＜
九
一
九
＞
年
九
月
十
一
日
）

幽
十
四
日
、
今
日
御
物
忌
也
、
矧
圏
内
論
義
不
停
、
但
御
殿
法
師
等
退
出
之
後
還
本
殿
也
、
（
同
右
、
承
平
二
＜
九
三
二
＞
年
正
月
十
四
旦

餌
八
日
、
奉
銭
如
常
、
但
至
干
明
日
坂
内
也
、
矧
瑚
昨
日
己
蒙
召
、
位
所
奉
也
、
（
九
暦
、
承
平
七
＜
九
三
七
＞
年
四
月
八
日
）

的
麦
将
門
欲
罷
禾
能
一
擬
進
姦
由
一
斜
面
モ
励
身
】
勧
拠
交
刃
一
合
戦
央
（
真
福
寺
本
将
門
記
3
行
）

等
々
、
こ
の
逆
接
の
用
例
が
多
数
拾
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
宇
多
天
皇
御
記
の
仁
和
四
（
八
八
八
）
年
の
条
、
及
び
寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
の
条
、

幽
而
去
六
月
有
不
善
之
宣
命
。
可
謂
当
時
之
京
。
謹
奏
。
酉
二
刻
勅
遣
使
召
博
士
広
相
朝
臣
。
即
使
参
入
召
於
竜
顔
。
勅
日
、
依
不
善
事
以
隠

居
。
中
心
悼
念
。
矧
商
事
遂
帰
理
。
早
就
本
職
勤
仕
官
事
。
即
下
階
再
拝
。
仁
和
四
年
十
月
廿
七
旦

糾
廿
四
日
。
去
月
下
旬
。
遣
蔵
人
橘
公
緒
労
問
大
学
博
士
善
淵
変
成
。
所
以
有
此
労
間
者
今
年
不
参
入
也
。
向
山
寺
不
居
家
。
其
後
重
問
。
日
。

日
向
来
間
累
病
癖
旦
夕
沈
吟
干
今
未
止
。
朕
親
行
至
門
前
可
訊
問
之
。
困
耐
窮
不
能
軽
行
。
是
以
只
遣
使
者
甚
息
悼
耳
。
（
寛
平
二
年
四
月
廿
四

日
）

は
、
明
ら
か
に
逆
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
、
逆
に
平
安
遺
文
所
掲
の
按
榛
使
藤
原
有
実
家
陳
、
並
び
に
東
大
寺
廓
の
延
喜
十
三

（
九
一
三
）
年
の
条
、

軋
票
先
品
牒
状
、
□
軍
内
親
□
□
孟
奉
牒
巳
了
、
而
今
衛
今
月
甘
三
日
□
須
随
牒
状
返
納
件
田
、
矧
今
尋
博
用
庸

（
送
カ
）
　
　
　
　
　
（
王
家
カ
）

（
与
寺
カ
）
　
　
　
　
（
分
明
）

用
通
計
副
代
々
本
公
験
、
売
口
□
家
之
由
、
既
以
［
］
之
、
不
能
返
納
、
（
延
羊
三
年
五
月
一
。
）

幽
而
又
返
牒
云
、
家
須
随
膜
状
返
納
、
然
矧
而
尋
案
内
、
彼
内
親
王
家
、
副
代
代
本
公
験
、
売
寄
於
家
之
由
、
既
以
分
明
、
偽
不
能
返
納
者
、
（
同
年

「
然
而
」
を
　
め
ぐ
　
っ
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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十
月
三
日
）

は
、
「
然
而
」
が
何
れ
も
直
後
の
「
尋
案
内
」
に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
順
接
の
意
味
用
法
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
は
先
に

仮
定
し
た
「
寛
平
－
延
喜
」
の
境
界
線
か
ら
多
少
外
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然

而
」
は
、
上
代
よ
り
平
安
初
期
に
至
る
ま
で
は
、
正
格
漢
文
に
存
す
る
二
つ
の
意
味
用
法
の
う
ち
、
順
接
の
意
味
用
法
を
採
り
入
れ
来
っ
た
が
、

平
安
中
期
以
降
は
、
逆
接
の
意
味
用
法
に
転
化
す
る
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
述
の
例
外
上
思
し
き
用
例
数
例
は
、
そ
の
年

代
よ
り
推
す
に
移
行
時
期
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。

四
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
然
而
」
の
加
点
状
況

と
こ
ろ
で
、
順
接
・
逆
接
双
方
の
意
味
用
法
の
存
す
る
正
格
漢
文
、
並
び
に
大
略
「
寛
平
　
－
　
延
喜
」
を
境
と
し
て
、
順
接
の
意
味
用
法
か
ら

逆
接
の
意
味
用
法
に
転
化
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
化
漢
文
は
、
実
際
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
如
何
な
る
加
点
状
況
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

訓
法
の
問
題
も
興
味
深
い
所
で
あ
る
が
、
こ
の
分
析
結
果
に
よ
っ
て
は
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
意
味
用
法
の
転
化
を
解
く
鍵
が
得
ら
れ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
も
と
も
と
「
然
而
」
自
体
が
少
な
い
上
に
、
加
点
す
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
拾
わ
れ
た
用
例
は
極
く

（15）

僅
か
に
過
ぎ
な
い
。

次
下
に
示
す
の
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。
今
回
は
、
特
に
「
然
而
」
の
熟
合
皮
（
仮
に
、
「
然
」
「
而
」
の
結
合
の
度
合
を
表
わ
す
術
語
と
す
る
、
以
下
同
）

シ

カ

レ

L

r

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

と

も

を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
便
宜
的
に
「
然
而
」
の
如
く
二
字
合
せ
て
訓
読
す
る
も
の
を
「
熟
合
型
」
、
「
然
　
而
」
の
如
く
「
然
」
に
加
点
さ
れ

「
而
」
を
不
読
と
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
「
不
読
型
」
と
称
し
て
分
類
し
た
。
正
格
漢
文
の
順
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
不
読
型
」
の
中
に
、

レ
と
も

「
然
　
而
」
な
ど
逆
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
も
の
の
如
く
加
点
さ
れ
て
い
る
用
例
が
拾
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
原
漢
文
の
文
意
は
順
接
の
意
味
用

法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
に
順
接
の
意
味
用
法
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

尚
、
用
例
は
原
漢
文
の
ま
ま
に
掲
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
依
拠
資
料
の
制
約
に
よ
り
訓
読
文
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
も
の
も
あ
る
。
用
例



数
彗
省
略
に
従
う
。

甲
、
正
格
瑛
文

【
逆
醇
の
食
味
廊
翠
・
u

A
‥
教
会
型

の
r
軍
‥
扁
L

O
官
舎
∴
隼
㌢
射
撃
l
。
音
憲
平
亨
私
室
土
葺
も
彗
′
。
娠
俄
輿
輿
毎
会
銑
鋼
刷
磨
躇
・
乙
徒
私
乳
（
石
山
寺
粛
大
唐
西
戎
缶
各
第
五

叫
行
＜
一
「
六
三
）
年
）
．

①
「
鞘
疇
扁
し
（
盟

○
も
雷
・
整
鳥
群
書
瑚
率
有
㍉
糾
副
甲
蕗
・
凡
却
平
屋
．
（
正
脅
本
文
選
僻
狩
人
二
三
。
四
＞
年
）

◎
「
耐
寓
L

O
貰
軍
云
葱
環
）
掃
討
覆
希
戦
を
豊
島
泉
を
穐
費
．
湯
．
惑
ル
螢
覧
哲
郎
も
鷲
鼻
珊
菅
覇
璃
蛍
蒸

耐
雨
天
空
夢
喰
尊
㌔
哉
軋
埴
土
蒜
環
）
へ
讐
琶
本
大
聖
等
三
雲
師
伝
巷
第
吏
即
行
＜
＝
〓
ハ
＞
年
）

④
1
鞘
」
m
L

O
於
媛
昔
風
軍
域
合
賢
三
馨
訓
葦
覇
者
崇
十
萄
利
墓
撤
堤
葦
ル
ヂ
日
更
同
年
芸
大
執
行
）

⑳
．
r
輿
つ
弼
㍉

．
8
時
・
に
至
て
濃
浄
土
て
要
言
開
亘
て
え
老
用
（
ゐ
‡
〔
ィ
・
と
司

護
摩
蜜
紀
五
オ
＜
一
〇
三
五
）
年
）

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て

然
し
て
両
か
（
る
）
壬
覆
う
ク
．
ハ
宕
℃
）
・
早
漏
シ
ナ
ム
。

和
ポ
・
（
西
大
寺
巌
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◎
「
撃
毒
し

○
儀
軌
の
五
億
の
三
宏
に
法
毎

に
半
貴
石
力
然
し
て
）
而
（
る
）
互
通
達
に
竺
ゐ
茸
る
磯
。
（
同
右
六
オ
）

B
、
不
哉
型

①
「
埠
も
而
L
へ
け
）

○
戴
麗
墳
賢
ぎ
石
亀
孟
瑚
詔
朝
礼
顎
が
聾
薄
遇
皆
㌔
友
軍
卑
驚
畏
㌔
（
西
大
寺
霊
悪
霊
工
賃

一
輝
狩
＜
平
野
初
期
）
）

′
㊤
「
鵬
レ
8
両
L

。
島
尾
願
書
草
粟
野
丘
芸
事
賊
養
㌢
私
え
忌
顧
司
和
平
讐
丈
選
元
痺
二
年
点
俊
行
＜
l
三
こ
。
＞
年
）

◎
「
撃
㌔
し

。
掌
監
君
恩
雪
子
農
（
句
）
瑚
討
確
守
粁
癖
津
野
え
轟
1
腎
寵
鍔
年
乙
馬
也
筍
）
へ
同
君
咋
）

＊
「
徒
」
字
に
ヲ
コ
ト
点
「
た
る
」
あ
り

⑳
「
蹄
も
而
L

O
雫
票
冒
童
謡
空
音
）
甥
耐
止
鮎
輌
嵩
左
え
勧
学
と
（
金
芸
庫
本
悪
霊
集
解
芸
二
十
三
芸
＜
：
七

八
）
年
）

〔
根
岸
の
意
味
用
法
）

A
、
教
会
牽

．
ン
・
ワ
　
t
t

①

「

轄

1

而

し



○
裏
野
里
靂
宰
義
姉
品
雪
崩
登
時
登
戸
。
号
璃
　
酎
瑚
彗
”
（
東
軍
南
野
常
永
元
二
年
息
別
行
＜
：
。
ハ
＞
年
）

B
、
不
読
型

の
r
書
宕
L

O
後
掲
用
例
囲
ハ
大
東
急
定
率
又
庫
蔵
静
吾
人
〓
ニ
四
ニ
）
年
）

㊤
r
嘩
旨
而
し

〇
八
着
讃
珊
朝
礼
乳
事
数
量
咤
及
護
終
刊
訂
朝
礼
軋
賢
者
乳
少
螢
封
密
慧
璧
曽
含
牒
（
西
大
寺
本

金
光
明
最
堵
王
碇
泉
二
．
開
行
こ

◎
r
瑠
宅
而
L

○
須
く
初
の
潮
く
改
し
め
壌
む
ヘ
シ
。
武
郎
と
も
琶
火
の
啓
空
路
需
）
か
為

◎
r
撃
而
J

判
事
へ
西
大
寺
蔵
謀
卑
宮
記
十
三
り
）

草
苛
－

O
を
甲
乙
準
も
解
　
剖
呵
雪
舟
亨
品
奉
を
客
聖
職
割
乳
私
肩
先
軋
磯
野
上
之
宜
（
石
山
寺
粛
大
虐
西
域
寵
序
蒜

○
が
）

乙
、
和
化
凍
文

〔
鹿
痔
の
貴
味
用
法
〕

A
、
教
会
型

①
「
敢
∵
耶
L

O
齢
箆
ち
彗
郵
坪
和
え
撃
滅
畔
甲
乙
俄
雪
刻
瑚
忘
却
干
軸
や
械
宇
和
専
（
害
せ
往
慄
賽
廣
十
二
日
‘
行
＜
室
町
中
期

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

以
降
）
）

㊤
「
酔
読
扁
L

O
且
ン
疋
l
別
惑
葦
貰
l
呵
土
産
甲
驚
軒
甲
石
小
斗
蒜
椙
吼
若
草
日
動
牢
椚
郎
孝
則
J
l
竺
・
笠
（
豊
国
解
丈
餌
行

一
°

＜
一
三
　
二
五
）
午
）

－
　
．
ン
ウ
L
L
ご
t

③
－
然
而
L

ノ
サ
ウ
・
．

〇
羞
漂
勇
莞
脚
嘲
禦
鍔
宗
莞
上
略
票
強
姦
l
C
晋
畦
．
米
用
行
＜
＝
八
六
呈
）
．

。
若
彗
宣
告
撃
彗
卦
計
患
人
毅
最
澄
多
墓
果
敢
豪
富
豊
富
義
範
戯
音
義

－

　

．

　

　

　

　

　

、

．

．

－

　

、

イ

ー

　

　

ミ

．

．

1

－

－

二

ノ

．

こ

．

．

　

二

＝

．

（
楓
守
敬
本
承
門
記
甲
巷
が
華
＜
碇
政
埼
代
）

○
欝
硝
配
不
鮮
十
島
票
仰
・
以
顛
若
干
利
等
硬
直
牢
等
人
見
牟
戦
へ
高
音
至
蒜
釆
蒜
＜
庶
政
時
代
》

◎
「
碍
レ
l
流
し

○
触
砥
ぎ
武
官
骨
壇
ん
利
親
畢
岩
音
碗
京
発
（
裾
専
敬
悪
門
雷
慧
珂
）

◎
董
ぷ
L

O
後
掲
用
例
剛
　
へ
尾
張
固
辞
丈
）

①
「
墾
l
最
L

O
右
甲
宰
え
夫
を
耳
纏
え
臆
禦
義
軍
軋
喋
鼎
昔
風
酎
碧
鼠
雷
も
撃
是
え
世
l
晋
掩
笥
禁
と
革
菅
－
（
固
有
蒜

I
と
　
　
シ
　
　
ミ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ー

ヘ
雪

㊦
「
鞘
l
ニ
離
し



○
我
は
長
束
）
打
が
夫
へ
な
り
）
汀
星
に
於
（
て
は
）
誓
言
ご
菜
し
）
、
然
烏
（
悪
ど
も
奉
書
堪
（
茨
V

へ
難
（
き
）
に
依
（
リ
て
）
白
l
従
（
に
）
村
（
さ
）
－
堪
（
皇
す
増
へ
深

早
ま
花
験
記
巻
上
第
十
ユ
ハ
藷
＜
一
二
二
一
七
）
年
）

◎
1
嘩
鞘
L

ヲ
ー
l
八
ウ
ス
．
＋
ダ
i

O
報
謝
埼
軒
軋
都
嘲
又
朝
㌢
叫
毒
内
着
芸
和
せ
園
部
乳
御
下
郎
以
後
野
貰
二
華
へ
吉
山
寺
本
古
住
釆
芸
）

○
師
子
叫
嗟
乳
拇
輿
蛤
八
一
又
私
札
所
殺
壮
大
．
甚
句
町
制
叫
礼
讃
節
芸
己
法
衣
已
（
前
田
豪
本
三
宮
繚
巻
上
－

わ
ら
＜
：
三
。
＞

年
）

○
観
賢
呪
禁
産
芋
印
例
言
塵
儀
人
軋
召
三
四
斗
せ
耐
両
腕
乳
語
E
多
巴
利
札
牽
強
塾
武
豊
土
Å
（
豊
国
願
文
読
粁
）

J⑳
r
離
画
し

○
年
齢
牽
老
（
l
こ
し
て
）

コ
ロ

月
．
車
高
壷
守
）
然

而
ど
も

某
誌
ヒ
辛
行
（
せ
）
不
（
γ
和
で
レ
五
盟
菅
笠
へ
塚
専
誉
化
験
龍
巻
上
第
十
二
話
）

⑩
「
．
媚
日
和
L

O
嘆
声
畢
芝
草
妙
寺
竺
七
舶
剋
諸
訂
守
l
分
轄
存
l
（
荏
清
固
辞
丈
云
壷
）

．

盲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

　

　

　

　

せ

①
1
．
碍
弓
和
し
．

〇
夏
肺
門
紺
照
不
衆
l
頼
豊
這
利
親
勅
易
葡
確
棄
刀
各
部
実
（
寅
福
寺
本
脾
門
未
完
ハ
1
。
九
九
）
年
）

⑳
r
時
雨
し

〇
両
豊
雷
門
華
乙
風
刺
惑
盈
雷
一
避
不
1
風
へ
楊
守
敬
本
脾
門
記
乙
各
蒜
）

Y
ヒ
ニ
　
ス

⑮
1
机
耐
」．

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〇
枚
塙
用
例
叫
　
（
尾
張
国
解
丈
）

㊥
「
鮮
浸
し

○
老
子
牙
畢
五
十
奇
利
・
甲
乙
風
音
垣
丸
t
傭
乳
姉
風
へ
数
行
桔
貰
二
ハ
郁
オ
ヰ
＜
鰯
倉
初
期
Y

廿
一
一

日
、
不
蘭
型

の
「
乳
モ
而
し

○
硝
l
主
東
部
或
含
む
雷
撃
廟
至
誠
副
砿
惑
麗
受
車
l
喝
宣
量
へ
票
寺
本
悪
寒
蒜
）

－

1

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

l

◎
「
璽
モ
而
L

O
又
吼
卑
介
悪
夢
乙
　
凰
耐
鼻
喝
力
　
甲
乙
軋
行
砦
奈
武
蔵
図
着
　
楊
芸
木
綿
門
記
乙
菅
野
）

一
－
　
ヘ
リ

こ
の
結
果
、
次
の
如
き
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

即
ち
、
正
格
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
か
ら
は
、
先
に
分
析
し
た
如
く
順
接
・
逆
接
双
方
の
意
味
用
法
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
訓
法

は
何
れ
の
意
味
用
法
で
あ
っ
て
も
大
略
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
順
接
の
意
味
用
法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
先
掲
の
論
語
の
用
例
Ⅲ

は
、
実
際
の
訓
点
資
料
で
は
、

冒
昏
栗
怒
・
酵
切
開
雷
へ
孟
レ
調
湖
も
V
り
（
大
東
吾
食
文
庫
嵐
富
貴
警
芸
）

．
ま

の
如
く
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
語
の
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
に
順
接
の
意
味
用
法
は
存
し
な
い
為
、
逆
接
の
意
に
解
し
て
の
加
点

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
原
漢
文
の
文
意
を
十
二
分
に
汲
ん
で
施
点
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
難
い
例
と
さ
れ
る
。

シ
カ
モ

只
、
「
シ
カ
シ
テ
」
訓
は
見
当
ら
な
い
な
が
ら
も
、
順
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
用
例
の
中
に
は
、
釈
摩
珂
宿
論
の
「
然
－
而
」
、



へ
シ
カ
）
モ

石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
の
「
然
而
」
の
如
き
順
接
に
訓
ま
れ
る
用
例
も
存
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
諏
査
資
料
の
成
立
年

代
に
よ
る
制
約
も
あ
る
が
、
逆
接
の
意
味
用
法
を
専
ら
に
し
て
お
り
、
訓
法
も
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
が
そ
の
殆
ど
を
占
め
る
。

一
方
、
熟
合
皮
に
関
し
て
は
、
正
格
漢
文
で
は
僅
か
に
院
政
時
代
以
降
の
資
料
に
熟
合
型
が
拾
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
又
、
平
安
後
期
長
元
八

（
シ
カ
）
し
て
（
シ
）
か
（
ル
）
を
（
シ
カ
シ
テ
シ
カ
ル
）
を

（
一
〇
三
五
）
年
加
点
の
西
大
寺
蔵
護
摩
蜜
記
に
は
「
然
　
而
」
「
然
　
而
」
の
如
く
、
二
芋
二
芋
を
字
に
即
い
て
訓
ん
だ
と
思
わ
れ
る
、

所
謂
熟
合
型
に
準
ず
る
用
例
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
不
読
型
が
一
般
で
あ
っ
て
、
そ
の
熟
合
皮
は
極
め
て
弱
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
正
格
漢
文
に
於
い
て
順
接
に
訓
む
べ
き
箇
所
を
逆
接
の
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
に
訓
じ
た
如
き
は
、
確
か
に
先
述
の
読
解
力
不
足
も
一
因
で
あ
ろ

う
が
、
む
し
ろ
「
然
而
」
の
熟
合
皮
が
弱
く
「
而
」
が
不
読
で
あ
る
為
に
、
逆
接
の
意
味
用
法
0
強
い
「
然
」
の
訓
法
に
ひ
か
れ
た
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。

ト

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

こ
れ
に
対
し
て
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
不
読
型
は
、
高
山
寺
本
古
往
本
の
「
然
而
」
、
楊
守
敬
本
将
門
記
の
「
然
而
」
の
二
例
に
過
ぎ
ず
、
そ

の
熟
合
皮
の
強
さ
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
い
時
代
に
あ
っ
て
も
同
様
に
熟
合
皮
が
強
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
然
而
」
及
び
「
然
」
「
而
」
は
、
古
字
書
の
前
田
本
色
葉
字
類
抄
・
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
は
、

○
蔚
シ
カ
″
ヲ
　
（
斎
田
本
色
葉
字
黄
砂
・
下
膚
を
∴
／
瑠
オ
1
）

○
然
而
、
茅
し
ト
モ
（
阿
右
・
下
畳
字
シ
絡
オ
「
）

○
然
柵
譜
㌔
離
．
離
丁
震
㌢
ァ
ぢ
ワ
タ
タ
ン
ホ
シ
号
（
観
智
虎
本
類
現
品
黄
砂
・
鳩
下
末
印
ヰ
）

〇
両
置
痛
1
〝
冒
ン
努
等
．
亘
（
同
着
・
畢
上
誓
†
こ
こ

（18）

の
如
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
「
然
」
「
而
」
の
扱
い
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
「
然
而
」
に
は
同
様
に
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
訓
が
充
て
ら
れ
、
当
時
に
於

「
然
而
」
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

け
る
達
文
「
然
而
」
　
の
熟
合
皮
と
、
訓
と
の
結
び
付
き
の
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
、
実
擦
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、

右
砦
寺
司
粍
氏
人
乳
も
天
頑
甲
年
九
月
貰
農
事
札
把
へ
贈
太
政
大
臣
正
一
・
藤
原
武
智
麻
呂
勾
基
山
誓
養
老
年
中
密

ノ

　

ヲ

イ

h

ク

潜
惚
↑
十
二
人
心
覚
碩
阜
吼
隼
斗
米
竺
町
僚
l
寺
誉
顆
丹
領
掌
竺
而
年
来
守
札
人
民
舅
玖
相
や
（
乎
野
草
X
・
太
政
官

ス

　

　

ー

叫

こ

l

符
寮
、
天
元
三
＜
九
八
〇
）
年
九
月
飲
）

の
如
く
、
そ
れ
ま
で
主
と
し
て
「
シ
カ
ル
ニ
」
或
い
は
「
シ
カ
ル
ヲ
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
た
文
頭
の
「
而
」
に
、

武
芝
蜜
郡
司
・
乙
職
－
本
郎
無
宇
碩
・
乙
葦
麓
疎
．
孟
笠
返
眉
受
由
・
風
音
宣
孟
告
辞
的
（
上
〉
・
乙
凝
賢
警
構
－

・

一

7

（
真
布
寺
本
蹄
門
記
∴
親
行
）

の
よ
う
に
．
、
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
訓
が
拾
わ
れ
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
か
の
如
く
、
「
然
而
」
に
も
、

票
や
軋
甲
司
等
軋
帆
、
漕
ぎ
革
睾
両
帝
軌
範
凰
聖
賢
補
・
梅
見
環
敢
塊
隼
養
甲
竺
真
福
芸
尾
雷
解
文
芸
）

慧
甥
漂
報
償
利
男
乳
汽
車
音
吐
荒
展
観
名
園
丸
帯
私
見
舎
警
固
右
鳴
行
）

ク

ー

の
よ
う
な
「
シ
カ
ル
ニ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
訓
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
訓
（
別
訓
）
は
、
元
の
二
字
書
の
成

立
時
期
、
或
い
は
引
用
資
料
の
成
立
時
期
に
は
発
生
し
て
い
な
い
か
、
少
な
く
と
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
か
か
る
訓

法
の
細
部
虻
亙
る
問
題
は
、
二
字
書
の
依
拠
資
料
の
問
題
と
絡
ん
で
猶
一
考
を
要
す
る
所
で
あ
る
。

∴
1
9
）

尚
、
室
町
中
期
十
六
世
紀
初
頭
の
書
写
と
さ
れ
る
文
明
本
節
用
集
に
は
、

○
『
副
対
局
即
（
九
九
、
九
与
四
嘉
雷
の
為
・
曇
の
貰
号
，
て
い
雪
景
る
）



の
他
に
、
後
世
の
「
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
シ
テ
」
の
初
期
の
段
階
と
思
し
き

シ
カ
で
ツ
ー
7

0
針
話
す
ご
芸
二
五
）

（
1
9
）

の
如
き
用
例
も
拾
わ
れ
る
。
し
か
し
、
室
町
中
期
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
百
舌
往
来
や
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
書
写
の
書
状
文
字
抄
に
は
未
だ

シ
カ
レ
ト
モ

「
然
而
」
と
凍
り
、
「
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
セ
テ
」
へ
の
定
着
は
更
に
降
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
逆
接
の
意
味
用
法
の
成
立
要
因

・
さ
て
、
「
最
後
に
達
文
「
然
而
」
に
於
い
て
、
何
故
に
意
味
用
法
上
の
転
化
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
、
と
、
所
謂
成
立
要
因
に
つ
・
い
て
考
え
て
み

薫
そ
の
方
法
と
し
・
て
は
、
．
先
掲
の
∧
表
2
＞
＜
表
3
＞
を
資
料
と
し
て
用
い
三
然
而
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
然
」
「
而
」
両
字
の
意
味
用
法

を
史
的
に
検
討
し
．
▼
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ノ
ェ
文
頭
接
続
詞
的
用
法
A
」
B
と
Ⅱ
文
中
接
続
助
詞
的
用
法
A
・
B
と
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
上

代
資
料
の
古
事
記
に
顕
著
で
あ
る
如
｛
「
而
」
は
文
中
の
偵
按
の
意
味
用
法
、
一
「
然
」
は
文
頭
の
逆
接
の
意
味
用
法
を
主
用
と
し
て
い
た
こ
と
が

判
朋
す
る
。
又
、
「
然
」
は
「
然
後
」
「
然
則
」
「
雑
然
」
等
「
シ
カ
リ
」
訓
と
の
結
び
付
き
が
強
い
。
料
ち
、
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
に
於

け
る
l
「
戯
而
」
は
、
料
成
要
素
の
「
然
」
．
が
逆
接
の
意
味
用
法
を
主
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
シ
カ
リ
」
訓
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
一

l方
で
．
「
而
」
が
文
中
に
於
い
て
順
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
し
、
多
く
瀕
続
助
詞
「
テ
」
に
当
る
と
い
う
瀾
係
に
あ
る
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
「
俄

雨
」
に
於
け
る
順
接
の
意
味
用
法
と
「
シ
カ
シ
テ
」
訓
と
は
、
「
然
」
の
逆
接
の
意
味
用
法
に
ひ
か
れ
る
こ
と
無
く
「
而
」
望
息
昧
用
法
・
訓
法

を
凝
り
入
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
字
に
即
い
た
訓
法
の
如
く
で
あ
る
が
、
先
述
の
熟
合
皮
の
強
さ
が
少
な
か
ら
ず
作
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
受
順
倭
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
然
而
」
に
準
ず
る
も
の
上
し
て
、
日
本
霊
異
記
に
は
「
然
而
後
（
シ
カ
シ
テ
ノ
チ
）
」
「
然
而
者
（
シ
カ
シ
。
ア

ハ
）
」
の
如
き
用
例
も
．
拾
わ
れ
る
。

〔
然
　
而
」
．
を
　
め
．
ぐ
　
っ
／
て



鎌
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．
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研
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六
六

と
こ
ろ
が
、
完
平
年
間
の
写
多
天
皇
和
記
の
頃
に
至
る
と
、
文
頭
の
逆
接
の
意
味
用
法
は
「
然
」
よ
り
も
「
而
」
に
多
く
な
り
、
以
後
こ
の
傾

向
が
漸
次
強
ま
．
っ
た
行
く
の
に
伴
い
、
「
而
」
の
文
中
の
用
法
が
減
少
し
て
行
く
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
切
で
あ
る
。
即
ち
、
・
文
頭
・
文
中

①
差
こ
そ
あ
れ
逆
接
の
「
而
」
が
増
加
す
る
の
で
あ
っ
て
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
然
而
」
の
逆
接
の
意
味
用
法
へ
の
転
化
は
、
基
本
的
に
は
か

か
る
「
而
」
の
意
味
用
法
の
変
容
に
由
来
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「
然
而
」
の
熟
合
皮
が
強
い
為
に
、
．
「
而
」
．
の
意
味
用
法
の
変
容
が
こ
の
達

文
の
意
壌
用
法
一
訓
法
に
作
用
す
る
訳
で
あ
る
。
但
し
、
順
接
・
逆
接
何
れ
の
意
味
用
法
で
あ
っ
て
も
、
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
潮
を
専
ら
と
す
る
正

格
漢
文
の
訓
点
資
料
に
於
け
る
訓
法
の
影
響
が
皆
無
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

逆
接
の
「
然
而
」
の
意
味
合
い
ノ
は
、
割
合
よ
り
推
す
に
、
丁
度
文
頭
に
於
け
る
逆
接
の
「
然
」
の
減
少
を
「
然
而
」
．
が
補
す
る
関
係
で
あ
る
の

で
、
む
し
ろ
前
代
の
「
然
」
に
近
く
、
古
事
記
の
「
然
」
と
同
様
逆
接
の
意
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
1
訓
法
は
「
シ
カ

リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
」
で
な
く
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

▼
又
、
「
シ
カ
シ
テ
ノ
チ
」
の
「
シ
カ
シ
テ
」
は
、
も
と
も
と
「
然
」
を
用
い
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
寛
平
年
間
頃
か
ら

「
而
」
が
現
わ
れ
、
以
後
大
部
分
の
資
料
に
拾
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
、
「
然
間
」
の
「
シ
カ
ル
」
に
、
或
い
は
「
難
r
然
」
の
「
シ
カ
リ
」
に

「
而
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
「
而
」
の
用
法
が
「
然
」
．
の
用
法
に
近
似
し
て
来
る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
直
接
に
「
而
」
・
に

逆
接
の
意
味
用
法
が
増
加
す
る
こ
と
と
関
係
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
遠
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
平
安
中
期
以
降
殆
ど
看
取
さ
れ
な
く
な
る
「
然
而
」
の
逆
接
の
意
味
用
法
は
、
∧
表
2
＞
∧
表
3
V
中
に
「
＊
」
印
を
以
て
示
し
た
如

く
、
上
代
資
料
よ
り
例
外
無
く
「
然
而
」
の
存
す
る
資
料
に
は
「
然
則
」
が
無
く
、
逆
に
「
然
則
」
が
存
す
る
資
料
に
は
「
然
而
」
が
拾
わ
れ
な

い
と
い
う
相
補
関
係
が
認
め
ら
れ
る
為
、
平
受
中
期
以
降
は
、
大
喝
こ
の
「
然
則
」
を
中
心
と
し
た
順
接
の
意
味
用
法
を
愚
わ
す
表
現
形
式
に
吸

収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
経
伝
釈
詞
や
助
字
弁
略
の
「
然
而
、
然
則
也
」
と
い
う
記
述
内
容
を
裏
付
け
た

結
果
で
あ
る
訳
で
も
あ
る
。



六
、
む
　
す
　
び

以
上
、
本
稿
で
は
「
然
而
」
の
意
味
用
法
の
分
析
を
基
点
と
し
て
、
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
そ
れ
が
「
寛
平
－
延
喜
」
頃
を
境
と
し
て
、
順

接
の
意
味
用
法
か
ら
逆
接
の
意
味
用
法
に
転
化
し
て
行
く
こ
と
を
論
じ
、
更
に
そ
れ
が
種
々
の
条
件
に
支
え
ら
れ
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
達

文
の
構
成
要
素
甘
あ
る
「
而
」
の
意
味
尉
法
の
変
容
を
要
因
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
来
た
。
平
安
中
期
に
至
る
ま
で
の
和
化
漢
文
に

「
然
而
」
が
省
は
ど
存
し
な
い
為
、
推
測
の
域
を
出
な
い
部
分
も
残
ケ
今
後
の
課
層
も
砂
く
な
い
が
、
そ
の
大
略
は
野
ら
か
に
も
得
た
と
考
え
る
。

（21）

こ
こ
で
想
起
す
る
の
は
、
以
前
述
べ
た
所
・
の
、
原
因
・
理
由
を
表
す
表
現
形
式
全
体
が
や
は
り
同
じ
頃
に
大
き
く
変
容
し
て
い
る
事
実
で
あ

る
。
本
稿
に
於
い
て
得
ら
れ
た
結
果
と
勘
合
す
る
に
、
国
語
史
的
に
見
て
、
恐
ら
く
こ
の
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
が
、
種

々
の
接
続
を
表
わ
す
表
現
形
式
に
変
容
▼
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
ろ
う
と
推
定
き
れ
る
の
で
透
る
。
逆
に
、
か
か
る
大
き
な
変
容
が
「
然
而
」
に
於

け
る
意
味
用
法
上
の
転
化
の
、
外
的
な
要
眉
と
し
て
作
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
更
に
と
の
時
期
の
資
料
に
於
け
る
漢
字
用
法
の
検
討
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
変
容
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ケ
つ
。

（1）

2

3

456

注

国
語
学
第
六
十
二
韓
、
（
昭
和
四
十
年
九
月
）
。
但
し
、
印
刷
の
便
を
考
え
て
改
め
た
表
記
が
あ
る
。
以
下
同
。

「
上
代
か
ら
中
古
初
頭
の
変
体
漢
文
に
於
け
る
『
而
』
字
の
用
法
上
・
下
」
国
語
研
究
室
第
六
・
七
号
、
（
昭
和
四
十
二
年
十
月
、
四
十
三
年
五
月
）
。

（

　

′

．

．

．

ヽ

昭
和
三
十
八
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
岨
頁
。

鎌
倉
時
代
語
研
究
第
三
輯
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
。

昭
和
五
十
六
年
、
風
間
葦
腎
4
1
3
頁
。

昭
和
五
十
七
各
二
石
波
書
店
、
5
1
8
▼
　
－
5
1
9
頁
。

「
然
　
而
」
．
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て



（7）（8）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

901112131

何
れ
も
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
一
・
二
∴
六
巻
（
昭
和
五
十
四
・
五
十
五
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。

資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

論
語
－
1
『
中
国
古
典
選
・
癒
語
』
（
昭
和
五
十
三
年
、
朝
日
新
聞
社
）
。
孟
子
1
『
同
・
孟
子
』
（
昭
和
五
十
三
年
、
同
上
）
。
荘
子
1
『
同
・
荘

子
』
（
昭
和
五
十
三
年
、
同
上
）
。
史
記
・
－
　
『
同
・
史
記
』
（
昭
和
五
十
三
年
、
同
上
）
。
春
秋
経
伝
『
十
三
経
引
得
』
（
中
華
民
堅
ハ
十
七
年
、
南
嶽
出

版社）．。．

拙
稿
「
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
『
問
』
の
成
立
l
国
語
学
男
百
二
十
八
輯
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
。

昭
和
五
十
三
年
、
中
文
出
版
社
。

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
日
本
書
紀
』
（
昭
和
四
十
九
・
五
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
。

し
か
し
、
『
大
日
本
古
記
録
・
御
堂
関
白
記
』
（
昭
和
五
十
二
年
、
岩
波
書
店
）
　
の
同
年
月
日
の
記
載
に
、
本
例
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

敦
應
変
文
・
日
本
書
記
　
－
注
（
9
）
・
（
空
参
照
。
古
事
記
　
－
注
（
6
）
参
照
。
播
磨
国
・
出
雲
国
風
土
記
　
－
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
風
土
記
』
・

（
昭
和
五
十
二
年
、
岩
波
書
店
）
。
上
官
聖
徳
法
王
帝
蘭
－
　
『
知
風
儀
蔵
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
』
複
製
（
昭
和
三
年
、
古
典
保
存
会
）
。
日
本
霊
異
記
1

『
興
福
寺
本
』
複
製
（
昭
和
九
年
、
便
利
堂
）
・
『
来
迎
院
本
』
複
製
（
昭
和
五
十
二
年
、
日
本
古
典
文
学
会
）
・
『
真
福
寺
本
』
模
刻
（
昭
和
三
十
七
年
六

月
、
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
十
二
韓
、
小
泉
道
）
・
『
前
田
家
本
』
複
製
（
昭
和
六
年
、
前
訂
背
徳
財
団
）
・
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
』
（
昭
和
五
十
三
年

十
月
∴
就
原
本
訂
査
）
。
▼
東
大
寺
諷
詞
文
稿
「
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
詞
文
乱
の
国
語
学
的
研
究
』
面
和
五
十
四
年
、
風
間
書
房
）
。
宇
多
天
皇
御
記

．
ド
ー
ト
『
増
補
史
料
大
成
・
歴
代
寅
記
』
（
昭
和
五
十
七
年
、
臨
川
書
店
）
。
平
安
遺
文
　
－
　
『
平
安
遺
文
・
第
一
巻
』
（
昭
和
五
十
四
年
、
東
京
堂
出
版
）
。

〔
備
考
〕
　
古
事
記
1
I
A
「
然
後
」
の
内
二
例
「
然
後
者
」
。
I
C
は
「
然
者
」
十
例
と
〔
然
（
シ
カ
ア
ラ
バ
）
」
二
例
。
出
雲
国
風
土
記
　
－
I
A
「
然

則
」
二
例
は
「
然
者
則
」
と
「
然
即
」
。
日
本
霊
異
記
　
－
　
I
A
「
然
而
」
の
内
二
例
「
然
而
後
」
、
一
例
「
然
而
者
」
。
「
然
後
」
の
内
一
例
「
然
後
時
」
。

（
1
4
）
　
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

平
安
遺
文
・
醍
醐
天
皇
御
記
・
村
上
天
皇
御
記
　
－
　
注
（
望
参
照
。
貞
信
公
記
　
－
　
『
大
日
本
古
記
録
・
貞
信
公
記
』
（
昭
和
三
十
一
年
、
岩
波
書
店
）
。

九
暦
－
　
『
同
・
九
暦
』
（
昭
和
三
十
三
年
、
同
上
）
。
細
堂
関
白
記
－
注
（
ほ
）
参
照
。
後
二
億
師
通
記
－
　
『
同
・
後
二
條
師
通
記
』
（
昭
和
五
十
三

年
、
同
上
）
。
将
門
記
　
－
　
『
真
福
寺
本
』
複
製
（
大
正
十
三
年
、
古
典
保
存
会
）
・
『
楊
守
敬
旧
蔵
本
』
複
製
（
昭
和
三
十
年
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
）
。

小
右
記
1
『
増
補
史
料
大
成
・
小
右
記
一
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
臨
川
書
店
）
。
尾
張
国
解
文
　
－
　
『
新
修
稲
沢
市
史
』
（
昭
和
五
十
五
年
、
新
修
稲
沢

市
史
編
纂
会
事
務
局
）
。
和
泉
往
来
　
－
　
『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
・
和
泉
往
来
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
臨
川
書
店
）
。
高
山
寺
本
古
往
来
1
『
高



（15）

（16（17（18

（19

山
寺
本
音
往
来
表
白
集
』
（
昭
和
四
十
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
前
田
家
本
三
宝
絵
1
『
前
田
家
本
三
宝
絵
』
複
製
（
昭
和
十
年
、
前
田
育
徳
財

団

）

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

”

一

－

〔
備
考
〕
将
門
記
－
I
A
「
而
問
」
の
内
二
例
「
而
比
」
。
御
堂
関
白
記
－
I
B
「
然
而
」
の
内
二
例
「
而
然
」
。
後
二
條
師
通
記
1
I
A
「
而

後
」
は
「
而
之
後
」
。

資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。
但
し
、
既
拓
の
も
の
に
つ
い
て
は
改
め
て
掲
げ
て
い
な
い
。

石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
1
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
和
五
十
四
年
、
勉
誠
杜
）
。
正
安
本
文
選
－
小
林
芳
規
「
猿
投

神
社
蔵
正
安
本
文
選
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
竺
十
＝
嘔
（
昭
和
三
十
七
年
四
月
）
。
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
－
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩

寺
三
蔵
法
師
伝
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
和
四
十
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
西
大
寺
蔵
護
摩
蜜
記
－
小
林
芳
規
「
西
大
寺
蔵
本
護
摩
蜜
記
長

元
八
年
訓
点
の
訓
読
文
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
竺
輯
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
）
。
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
－
↓
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
四
年
、
勉
誠
杜
）
。
文
選
元
徳
二
年
点
－
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
、
文
選
・
趨
志
集
・
白
氏
文
集
』
（
昭
和
五
十

五
年
、
八
木
書
店
）
。
金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
－
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
宝
蔵
紙
焼
写
真
。
釈
摩
討
術
論
承
元
二
年
点
－
中
田

祝
夫
「
東
大
寺
図
書
館
本
釈
摩
詞
術
論
承
元
二
年
点
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
十
六
輯
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
）
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
論
語
－
『
建
武

本
論
語
』
複
製
（
昭
和
十
四
年
、
便
利
堂
）
。
百
舌
往
来
1
北
恭
昭
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
百
舌
往
来
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
五
十
輯
〈
昭
和
四
十
八

年
三
月
）
。
探
要
法
花
験
記
－
属
淵
和
夫
「
探
要
法
花
験
記
（
訳
文
）
」
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
第
四
号
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
但
し
、
上
巻

の
み
。
数
行
信
託
1
－
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
4
4
1
頁
参
照
。

百
舌
往
来
に
、
「
然
l
而
」
の
如
き
不
墓
と
思
し
き
用
例
が
二
例
存
す
る
が
、
北
氏
作
成
本
文
の
改
行
部
分
で
「
然
」
「
而
」
が
分
断
さ
れ
る
為
と
考

シ
カ
レ
ト
毛

え
ら
れ
る
。
依
っ
て
、
本
例
は
除
外
し
て
検
討
を
行
っ
た
。
又
、
真
福
寺
本
将
門
記
に
三
例
拾
わ
れ
る
「
然
⊥
m
」
、
探
要
法
花
験
記
の
「
然
l
而
」
二
例
も

亦
熟
合
型
に
準
ず
る
と
さ
れ
る
が
、
確
例
で
は
な
い
の
で
除
外
し
た
。
尚
、
春
秋
経
伝
に
は
順
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
も
の
も
存
す
る
が
、
金
沢
文
庫

本
春
秋
経
伝
集
解
か
ら
は
逆
接
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
一
例
が
拾
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

中
央
の
合
符
は
墨
筆
で
あ
る
。

朱
合
符
が
見
ら
れ
る
が
、
畠
点
に
於
い
て
は
合
符
が
附
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
蟄
例
は
ひ
と
先
ず
不
読
型
と
見
撤
し
た
。

峰
岸
明
氏
は
、
注
（
1
）
論
文
に
於
い
て
「
『
而
』
字
に
関
す
る
両
辞
書
の
記
事
の
相
違
は
そ
の
辞
書
的
性
格
の
相
違
を
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
さ
れ
て
い
る
。

当
字
書
に
は
、
「
然
而
」
の
他
に
、

「
然
　
而
」
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て



鎌
　
倉
l
時
・
代
　
語
　
研
　
究

シ
カ
レ
ド
モ
　
ヒ
ト
タ
ピ
　
ュ
ア
フ
ル
ゴ
ト
ニ
　
ミ
タ
ピ
一
一
ギ
リ
　
カ
ミ
ヲ

○
然
　
一
　
沐
　
　
　
三
「
握
レ
髪
（
二
四
七
・
三
－
四
）

の
如
く
「
然
」
単
独
で
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
を
表
わ
す
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
田
本
色
菓
字
類
抄
・
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
然
」
に
は
看
取
さ

れ
な
い
意
味
用
法
・
訓
法
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
三
保
忠
夫
「
書
状
文
字
抄
「
索
引
篇
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
十
五
輯
（
昭
和
五
十
五
年
一
月
）
。

（
2
1
）
　
注
（
9
）
拙
稿
参
照
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
、
広
島
大
学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
七
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
き
、
加
筆
し
て

稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
か
ら
貴
重
な
卸
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
l
懇
切
な
御
指
導
も
裁
い
た
。
記
し
て
．
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
廿
五
日
稿
了
）




